








This paper briefly reports the results of research project conducted by Institute of Egyptian
Archaeology, Higashi Nippon International University, Japan. Five projects are underway:
Second Solarboat of Khufu (Field chief: Hiromasa Kurokochi), Abusir South (Field chief:
Nozomu Kawai), Dahshur North (Field chief: Ken Yazawa), Tomb of Amenhotep III (Field chief:
Akiko Nishisaka). The summary for the results of the researches in 2017 are provided below,
except the project of Tomb of Amenhotep III which has been suspended. The last chapter reports














































































































































































































図 6 今年度調査において作成したヘムオンのマスタバ墓（G 4000）とその周辺の 3次元地図
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図 15 シャフト 137 出土 石灰岩製ステラ片

























東日本国際大学研究紀要 Vol.23 №1 本学の 2017 年のエジプト現地調査報告
「第６回太陽の船シンポジウム“第１と第２の船について”」を早稲田大学大隈小講堂で行いま
した。
⑤公開研究発表会（７月４日）
いわき市の本学201教室で地域住民向けに「第２回公開研究発表会＆最新発掘レポート」を開催し
ました。
⑥アブ・シール南丘陵遺跡の調査（８月13日～９月25日）
第26次アブ・シール南丘陵遺跡調査を行いました（日本学術振興会科学研究費補助金、基盤研究
（A）「葬制から見た古代エジプト文明の変化とその社会的背景に関する学際的研究」（研究代表者：
吉村作治、課題番号：26257010））。
⑦エジプト・フォーラム（12月10日）
「エジプト・フォーラム26 最新発掘レポート」を早稲田大学大隈記念講堂で開催しました。
⑧テレビ番組（12月10日）
「古代エジプトミステリー紀行 大ピラミッド新発見！」（吉村作治出演・監修）が放映されまし
た。
⑨第２の太陽の船プロジェクト（通年）
クフ王第２の太陽の船保存・修復・復原プロジェクトを継続しました（日本学術振興会科学研究
費補助金、基盤研究（A）「古代エジプト・クフ王第２の船の復原に関する研究」（研究代表者：黒河
内宏昌、課題番号：26257309）、独立行政法人国際協力機構（JICA）「大エジプト博物館建設事業実
施促進支援業務（第二の太陽の船復原に係る技術支援）」）。
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